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谷直樹，寺津捷年:情感の性格特性と有効方剤と

の関係.第52回日本東洋医学会学術総会， 2001， 6， 

札幌.

26)蔦谷直樹，小暮敏明貝沼茂三郎，嶋田 豊，

寺津捷年，伊藤 隆:リンパ球幼若化試験陽性の

ため漢方薬による肝障害が疑われた自己免疫性肝

疾患の 2例.第52回日本東洋医学会学術総会，

2001， 6，札幌

27)酒井伸也，嶋田 豊，高谷直樹，小暮敏明，新

沢敦，寺津捷年:和漢薬治療の慢性関節リウマ

チ患者の上部消化管内視鏡所見の検討.第52回日

本東洋医学会学術総会， 2001， 6，札幌

28)新沢敦，笠原裕司，小暮敏明，嶋田豊，寺

津捷年:漢方治療単独にて症状の寛解，自己抗体

値の減少が得られた慢性関節リウマチを主とした

重複症候群の 1例.第52回日本東洋医学会学術総

会， 2001， 6，札幌

29)高橋宏三，藤永洋，新沢敦，小暮敏明，寺

j畢捷年:慢性関節リウマチにおける桂枝埼薬知母



湯長期使用例の検討.第52回日本東洋医学会学術

総会， 2001， 6，札幌.

30)小暮敏明，新沢敦，高谷直樹，酒井伸也，嶋

田 豊，寺津捷年:慢性関節リウマチに対する大

防風湯治験.第52回日本東洋医学会学術総会，

2001， 6，札幌

31)柴原直利，喜多敏明，高谷直樹，関矢信康，寺

津捷年:麻黄連輯赤小豆湯加減方が有効であった

皮膚疾患の 3例.第52回日本東洋医学会学術総会，

2001， 6，札幌

32)田原英一，斎藤大直，寺津捷年:高齢者の大量

発汗に黄香末の振り出しが有効で、あった 2例.第

52回日本東洋医学会学術総会， 2001， 6，札幌

33)谷川聖明，立野豊，小暮敏明，後藤博三，寺

j畢捷年:加味帰牌湯投与により副腎皮質ホルモン

剤の減量が可能となった特発性血小板減少性紫斑

病の 2例.第52回日本東洋医学会学術総会， 2001， 

6，札幌.

34)薄田勝男，田中三千雄，野城和彦，名倉智美，

村上佳子，折原正周，若林泰文，山崎勝也，菓子

井達彦，斉藤光和，南村哲司，原祐郁，高谷直

樹，嶋田 豊:消化器内視鏡検査治療中のリスク

マネージメント一前投薬が呼吸循環機能に及ぼす

影響について一.第77回日本消化器内視鏡学会北

陸地方会， 2001， 6，富山

35)嶋田豊，横山浩一，後藤博三，榊原巌，酒

井伸也，高谷直樹，関矢信康，寺津捷年:培養ラッ

ト小脳頼粒細胞におけるNO-donor誘導神経細胞

死に対する釣藤散の保護作用.第18回和漢医薬学

会大会， 2001， 8，富山.

36)小暮敏明，田原英一，新沢 敦，高谷直樹，酒

井伸也，嶋田 豊，寺津捷年:伝統医学的病理概

念への臨床免疫学的手法の応用.第18回和漢医薬

学会大会， 2001， 8，富山.

37)高橋宏三，藤永洋，新沢敦，小暮敏明，寺

j畢捷年:慢性関節リウマチと療血との関連性-5

年後の検討一.第18回和漢医薬学会大会， 2001， 8， 

富山.

38)柴原直利，森崎龍郎，関矢信康，伏見裕利，小

暮敏明，後藤博三，喜多敏明，嶋田 豊，寺津捷

年:脈診・気血水病態と榛骨動脈圧波形との関連

性について.第18回和漢医薬学会大会， 2001， 8， 

富山.

39)中川孝子，横津隆子，寺津捷年，服部征雄:糖

尿病性腎症における漢方方剤の作用.第18回和漢

医薬学会大会， 2001， 8，富山.

40)笠原裕司，後藤博三，嶋田 豊，関矢信康，楊

喬，寺j畢捷年:自然発症高血圧ラット摘出血管の

ラジカル誘発収縮に対する桂枝夜苓丸の収縮抑制

効果.第18回和漢医薬学会大会， 2001， 8，富山.

41)柴原直利，関矢信康，伏見裕利，後藤博三，喜

多敏明，嶋田 豊，寺津捷年:気血水病態と榛骨

動脈圧波形との関連性について.第18回和漢医薬

学会大会， 2001， 8，富山.

42)森崎龍郎，柴原直利，関矢信康，小暮敏明，喜

多敏明，嶋田 豊，寺津捷年:脈診と榛骨動脈圧

波形との関連性について.第18回和漢医薬学会大

会， 2001， 8，富山.

43)高谷直樹，今西信子，酒井伸也，落合 宏，寺

津捷年:(+) -Catechinの液胞酸性化阻害作用

とA型インフルエンザウイルス増殖抑制作用.第

18回和漢医薬学会大会， 2001， 8，富山.

44)新沢敦，小暮敏明， Hai L. X.，藤永洋，高

橋宏三，嶋田 豊，寺津捷年:慢性関節リウマチ

モデルマウスに対する粉防己の免疫調節作用の解

析・ B細胞の活性化に対する影響.第18回和漢医

薬学会大会， 2001， 8，富山.

45) Hai L. X.，新沢敦，小暮敏明，藤永洋，高

橋宏三，渡辺裕司，寺津捷年:TypeIIコラーゲン

誘導性関節炎に対する「補中益気湯」の有効性と

免疫調節作用の検討.第18回和漢医薬学会大会，

2001， 8，富山.

46)赤尾光昭，坂東みゆ紀，後藤博三，寺津捷年:

小柴胡湯経口投与後のラット及びヒト血中パイカ

リン主代謝物パイカレインー6-0-グルクロニド.

第18田和漢医薬学会大会， 2001， 8，富山.

47)松浦伸，伏見裕利，小暮敏明，後藤博三，柴

原直利，嶋田豊寺津捷年:煎じに用いた生薬

の吸水量に関する検討.第18回和漢医薬学会大会，

2001， 8，富山.

48)伏見裕利，柴原直利，喜多敏明，後藤博三，寺

津捷年，難波恒雄，小松かつ子:漢薬「‘滑石」の

品質評価に関する研究(2).第18回和漢医薬学会

大会， 2001， 8，富山.

49)野津崇志，小林豊笠原裕司:肝硬変に伴う

難治性腹水に対し分消湯を用いた 1例.第10回日

本東洋医学会関東甲信越支部新潟県部会講演会，

2001， 9，新潟.

50)嶋田 豊:脳血管障害と漢方.第10回日本東洋

医学会関東甲信越支部新潟県部会講演会， 2001， 

9，新潟.

51)新沢敦，藤永洋，小暮敏明，高橋宏三，寺

j畢捷年:RS3PE症候群類似の経過を呈した若年

者の 1例.第13回中部リウマチ学会， 2001， 9，名



古屋.

52)伏見裕利，柴原直利，喜多敏明，後藤博三，小

松かっ子，寺津捷年:TaqMan Assay法を用い

た新生薬同定法の開発.日本生薬学会第48四年会，
2001， 9，金沢.

53)寺津捷年:漢方研究最近の動向.第27回日本東

洋医学会九州支部学術総会， 2001， 10，福岡.

54)井上博喜，地野充時，寓谷直樹，嶋田 豊，寺

i畢捷年:腰部脊柱管狭窄症に駆療血剤があった 1

例.第27回日本東洋医学会北陸支部例会， 2001， 

10，富山.

55)白井幸治，古谷陽一，新沢敦，嶋田豊，寺

i畢捷年:滋陰降火湯が有効であった高齢者の気管

支端息発作の 1例.第27回日本東洋医学会北陸支

部例会， 2001， 10，富山.

56)林克美，新沢敦，青島恵子，萩野茂継，寺

j畢捷年:老人性痴呆の周辺症状に麻黄附子細辛湯

が有効で、あった 1例.第27回日本東洋医学会北陸

支部例会， 2001， 10，富山.

57)田原英一，粛藤大直，川上義孝，荒川龍夫，寺

j畢捷年:療養型病床群において釣藤散投与を契機

に経管栄養状態から経口摂取が可能となった高齢

者の 3例.第27回日本東洋医学会北陸支部例会，

2001， 10，富山.

58)今西信子，鴻巣聡子，片田裕子，丸橋美友紀，

酒井伸也，高谷直樹，寺津捷年，安東嗣修，落合

宏:マクロファージ存在下におけるインフルエン

ザウイルス増殖に関する研究.第49回日本ウイル

ス学会学術総会， 2001， 11，大阪

59)貝沼茂三郎，小方則夫，高谷直樹，小暮敏明，

嶋田 豊，寺津捷年:難治性C型慢性肝炎に対す

るインターフエロンと麻黄湯の併用療法について

の検討.第34回日本肝臓学会西部会， 2001， 12， 

高知.

⑮その他

1) 寺津捷年:耳鼻科領域における漢方.耳鳴・舷

量の病態と治療，第28回千葉東洋医学シンポジウ

ム記録集:74-93， 2001. 
2) 嶋田 豊，西条寿夫，田村了以:和漢薬の抗痴

呆作用に関する研究ーまとめ一.平成12年度受託

研究，和漢薬・バイオテクノロジー研究研究成果

報告書:88-90， 2001. 
3) 嶋田 豊:釣藤散の抗痴呆作用に関する分子生

物学的研究.平成12年度受託研究，和漢薬・バイ

オテクノロジー研究研究成果報告書:91-95， 2001. 
4) 寺津捷年，嶋田 豊，小暮敏明:生活習慣病に

対する漢方方剤の臨床的有用性の客観的評価一高

齢者に対する補剤の有効性に関する臨床試験.平

成12年度科学技術総合研究委託費・地域先導研究・

研究成果報告書「伝統医学活用による生活習慣病

克服と健康増進J，138-146:2001. 
5) 嶋田 豊:高齢者の脳血管障害の予防と進展防

止を目的とした漢方薬による治療法の開発.平成

12年度総括・分担研究報告書厚生科学研究費補

助金・長寿科学総合研究事業・総括研究報告書:

1-6. 2001. 
6) 嶋田 豊:無症候性脳梗塞に対する桂枝夜苓丸

の短期効果の検討.平成12年度総括・分担研究報

告書，厚生科学研究費補助金・長寿科学総合研究

事業・分担研究報告書:7-10， 2001. 
7) 日高隆雄，津田博，粛藤滋，喜多敏明，柴

原直利，寺津捷年:漢方外来を当院産婦人科に開

設して一更年期障害に対する漢方治療の効果につ

いて一.産婦人科・漢方研究のあゆみ18別冊， 60-

63. 2001. 
8) 小暮敏明:自己免疫疾患・末梢血リンパ球のポ

ピュレーションとして現れる.Medical Tribune， 

34. 2001. 
9) 寺津捷年:21世紀医療に求められる医学教育と

東洋医学.日経メデイカル， 5， 2001. 
10)小暮敏明:21世紀における東洋医学教育，研究，

診療のあり方と将来について.日経メデイカル，

5. 2001. 
11)寺津捷年，嶋田豊，小暮敏明:平成13年度計

画書.第3団地域先導研究推進委員会資料， 2-3， 

4. 2001. 
12)寺津捷年:日中医学交流会議・総合討論.日中

医学， 15(6)， 28-31， 2001. 
13)伊藤隆，喜多敏明，柴原直利，伏見裕利，嶋

田豊小松かつ子寺津捷年:外来見学実習を

主とした漢方医学研修に関するアンケート調査.

医学教育， 32(1)， 31-38， 2001. 
14)寺津捷年:21世紀医療に求められる医学教育と

東洋医学.Kampo Medical Symposium 2001-
21世紀医療と東洋医学一， 2001， 2，東京.

15)小暮敏明 :EBMと漢方. Kampo Medical 
Symposium 2001 -21世紀医療と東洋医学一，

2001， 2，東京

16)後藤博三:療血と脳血管障害.第3回漢方薬によ

るいきいき健康づくり講演会， 2001， 2，新潟.

17)寺津捷年:生活習慣病に対する漢方方剤の臨床

的有用性の客観的評価.第 2団地域先導研究推進

委員会， 2001， 3，富山.

18)嶋田 豊:気の失調に関連した症例の検討.平



成13年度第 l回実践漢方診療講座， 2001， 5，富山.

19)嶋田 豊:新世紀の医療と漢方医学の役割.第

39回IBMユーザー・シンポジウム， 2001， 5，金沢

市.

20)小暮敏明:耳鼻咽喉科医の為の漢方セミナー.

漢方実践セミナー， 2001， 7，名古屋市.

21)嶋田 豊，西条寿夫，田村了以:和漢薬の抗痴

呆作用に関する研究.和漢薬・バイオテクノロジー

研究成果発表会， 2001， 7，富山.

22)嶋田 豊:血虚・療血・水滞に関連した症例の

検討.平成13年度第2回実践漢方診療講座， 2001， 

7，富山.

23)小暮敏明:麻黄湯の処方解説.ラジオたんぱ，

2001， 8，東京.

24)寺津捷年:腹診におけるこ三の工夫.第11回

漢方治療研究会， 2001， 9，東京.

25)寺津捷年:小児科領域の漢方治療.第31回日本

小児科学会セミナー， 2001， 9，富山.

26)寺津捷年:医学教育と漢方.第4回兵庫県臨床

漢方研究会プログラム， 2001， 10，神戸市.

27)寺津捷年:東西医学融和の医療.第11回東洋医

学シンポジウム， 2001， 12，東京.

人間科学・基礎看護学

基礎看護学研究室

教 f王又立 高間静子
助教授 塚原節子
助 手 新谷恵子
助 手 横田恵子

⑮著 書

1) 高間静子:看護倫理リーダーシップ，教育・

指導技術，コンサルテーション技術，調査研究の

方法・事例研究の方法(小林 正，高間静子，吉

田百合子編:ナースのための糖尿病療養指導テ

キスト)， 226-227， 231-233， 238-244， 262-277， 

南江堂，東京， 2001. 
⑮原著

1) 高間静子，横田恵子，新谷恵子，八塚美樹:糖

尿病患者のセルフケア実践度測定尺度の作成.富

山医科薬科大学看護学会誌， 4(1) :61-67， 2001. 
2) 塚原節子，本林 愛，高島佐知子，岩城直子:

整形外科外来患者の保健態度と受療行動の意思決

定規定要因に関する検討.富山医科薬科大学看護

学会誌， 4(1):53-59， 2001. 
3) 横田恵子，落合清子，八塚美樹，新谷恵子，高

間静子:入院患者の満足度測定尺度の作成.富山

医科薬科大学看護学会誌， 4(1) :69・76，2001. 
4) 丸橋美友紀，横田恵子，高間静子:外来患者の

満足度の実態調査.富山医科薬科大学看護学会誌，

4(1) :85-93， 2001. 
. 学会報告

1) 新谷恵子:透析者のセルフケアに関する因子分

析的検討.日本腎不全看護学術集会， 2000， 7，大

阪.

2) 塚原節子，八塚美樹，横田恵子，高間静子:入

院患者の満足度の実態.第27回日本看護研究学術

集会， 2001， 7，金沢.

3) 新谷恵子，田村幸子:血液透析者のQOLの構成

要素.第27回日本看護研究学術集会， 2001， 7，金

沢.

4) 横田恵子，八塚美樹，高間静子:病院給食に対

する入院患者の満足度の実態.第27回日本看護研

究学術集会， 2001， 7，金沢.

5) 山根節子，横田恵子，八塚美樹，高間静子:病

院給食に対する入院患者の満足度測定尺度の信頼

性・妥当性の検討.第27回日本看護研究学術集会，

2001， 7，金沢.

6) 牧野昌美，猪山美穂、，太田晴美，戸田直子，橋

no 


